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方法

評価方法

次の3つによる。受講者は①、②、③全てを合格しなければならない（詳細は第1週の講義で伝える）。

①受講態度（４０％）：出席は義務であり、6回欠席で不合格。また、受講中はマナー良い姿勢と態度で臨むこと。教室内は必ず脱帽すること。座席指定。

②学習活動（２０％）：テキストの割り当てられた項目の朗読（各自2回）を行なう。事前によく練習しておくこと。
③学習到達度の確認（４０％）：最終授業に欠席した者は理由に関わらず不合格。第１４週までに６回欠席の者は不合格（学習到達度の確認は行わない）とな
る。なお、学習到達度を確認する時にテキストやメモは持ち込めません。

講義中に質問・問題等の解答・解説を丁寧に行なう。

評価基準

「評価方法」における得点が90点以上で授業内容に深い理解がみられる者を「S」、80点以上で十分な理解がみられる者を「A」、70点以上で基本的な理解は

できている者を「B」、60点以上で理解の一部に不十分な点がある者を「C」とし、60点未満および「最終授業」欠席者は、理由の如何ににかかわらず不合格

（その程度に応じて「D」「E」「F」）となる。

参考書

山久瀬洋二著『［日英対訳］日本人のこころ～Heart and Soul of the Japanese』（増補・改訂版）IBCパブリッシング、2023年　1980円（税込）

ISBN:9784-7946-0-7690

　

テキストの購入は必須。第4週の講義までに購入しない者、不持参の者は欠席となるので注意すること

適宜、資料を配布する。

担当形態 単　独

履修条件 英語Ⅰの単位を修得済みであること。なお、それに加えて、英語Ⅱと英語Ⅲの単位を修得済みであることが望ましい。

施行規則に定める科目区分又は事項等

英語で日本の精神文化を学ぶ 津田　幸男

授業概要

【
概
要

】

　今や日本は世界から注目されているが、日本はこの150年間「近代化」「西洋化」に明け暮れ、「日本文化」、特に日本の「精神文化」をないがしろ
にしてきた。その結果、「日本知らずの日本人」が増えてしまい、「日本文化」の衰退が懸念される。この現実を踏まえて、英語教育において、「日
本文化」の基礎知識を英語で学ぶことにより、「日本文化」の基礎を養おうとするものである。

【
到
達
目
標

】

　本講義では、日本文化の、特に「精神文化」に関わるキーワード、例えば、「和」「道」「気」「情」「徳」「美」などとそれぞれに関連するキーワードを
日本語と英語の両言語で対比的に学んでいき、その内容を理解するとともに、それぞれを英語で説明する力を養っていく。テキストには100のキー

ワードが掲げられているが、本講義では、そのうち48のキーワードを選んで講義を進める。

DP（ディプロマ・ポリシー）④ ◎　（よく当てはまる）

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性

DP（ディプロマ・ポリシー）①

他科目との

関連性
英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲに続くクラスである。また、オンライン留学プログラムへの参加、教養演習（英語）の履修を通して、英語の力を伸ばしていくことが望ましい。

教科書

英語Ⅳ 【 G 】2 【 G 】1

英語Ⅳ 【 H 】2 【 H 】1

◎　（よく当てはまる）

外国語科目

対面開講

英語Ⅳ

単位数開講年次
選 択 必 修

【 I 】2 【 I 】1

アクティブ
ラーニングの

方法

事前学習型 反転授業 調査学習 フィールドワーク

双方向アンケート グループワーク 対話・議論型授業 ロールプレイ

プレゼンテーション 模擬授業 ＰＢＬ その他

－　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）②

DP（ディプロマ・ポリシー）③ －　（当てはまらない）



授　業 【 G 】 区 分

【 H 】

科目名 【 I 】

授業回数

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

11

「縁」「輪廻」「因果」「無縁」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

12

「信」「信心」「仁」「仁義」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく（計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

9

「神」「禊」「清楚」「大和魂」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく（計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

10

「仏」「自力と他力」「禅」「空」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく（計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

15

全体の復習と「学習到達度」の確認

授業全体の見直しを行う（計180分程度） 全体を復習する（計90分程度）

科目コード　A711-4-X    (科目一覧番号：103)

13

「徳」「恥」「分」「阿吽の呼吸」「礼」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく（計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

14

「美」「わび」「さび」「いき」「幽玄」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく（計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

その他
特になし

※G･H･Iｶﾘ：【選択必修（Ｃ）】

「情」「義理」「恩」「本音と建て前」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく（計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

8

「忠」「目上、目下」「奉公」「孝」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく（計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

5

「気」「やる気」「気概」「空気」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

6

「節と節目」「有終」「節度」「けじめ」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく（計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

7

4

「道」「道理」「武士道」「克己心」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく（計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

授業内容

1
オリエンテーション（必ず出席すること）：講義の概要、テキスト、日程、授業の流れ、評価方法等について説明する

前学期の学習内容を確認しておく（計90分程度） ガイダンスに従い学習計画を立てる（計90分程度）

2

「和」「謙虚」「遠慮」「低頭」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく（計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

3

「型」「作法」「行儀」「修練」について学ぶ

テキストの該当項目を読んでおく（計90分程度） ノートに書いた各項目の文章を暗記する（計90分程度）

英語Ⅳ

単位数開講年次
選 択 必 修

【 H 】2 【 H 】1

【 I 】2 【 I 】1

科目コード　A711-4-X    (科目一覧番号：103)

英語Ⅳ 【 G 】2 【 G 】1

英語Ⅳ


